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後
藤
是
山
は
明
治

44

年
（
１
９
１

１
年
）、
九
州
日
日
新
聞
社
か
ら
徳
富
蘇

峰
の
国
民
新
聞
社
へ
記
者
留
学
を
し
ま

す
。
是
山
は
こ
の
時
初
め
て
蘇
峰
に
出

会
い
ま
す
。
蘇
峰
は
そ
の
是
山
の
仕
事

ぶ
り
を
見
て
す
ぐ
に
文
芸
面
で
の
才
能

を
見
抜
き
ま
し
た
。 

親
子
ほ
ど
年
の
違
う
二
人
で
す
が
、

是
山
の
記
者
留
学
を
機
に
二
人
は
生
涯

を
通
し
交
流
を
深
め
、
多
く
の
書
簡
を

残
し
て
い
ま
す
。 

今
展
で
は
二
人
に
ま
つ
わ
る
様
々
な

書
簡
に
触
れ
な
が
ら
、
二
人
の
交
流
の

様
子
を
垣
間
見
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 大
正

11

年 

①
23
年
ぶ
り
の
蘇
峰
の
帰
郷
と
「
大

観
峰
」
命
名
（
徳
富
記
念
園
で
展
示
） 

徳
富
蘇
峰
が
、
阿
蘇
の
「
遠
見
ケ
鼻
」

に
登
り
「
大
観
峰
」
と
命
名
し
た
の
は

大
正

11

年

5

月

18

日
で
す
が
、
実

は
こ
の
時
熊
本
へ
の
帰
郷
は

23

年
ぶ

り
の
も
の
で
し
た
。
こ
の
時
の
帰
郷
は

蘇
峰
に
と
っ
て
よ
ほ
ど
懐
か
し
く
う
れ

し
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
い
ち
早

く
同
年

1

月

25

日
付
で
大
江
義
塾

跡
の
旧
居
を
守
る
姉
光
子
の
夫
で
あ
る

河
田
精
一
氏
へ
書
簡
を
送
り
、「

4

月

中
旬
以
後
、
豊
後
、
日
向
、
鹿
児
島
を
、

4

月
下
旬
乃
至

5

月
上
旬
熊
本
に

罷
り
出
る
」
と
知
ら
せ
て
い
ま
す
。 

４
月

22

日
に
東
京
を
出
発
し
、
20

日
後
の

5

月

11

日
に
熊
本
入
り
と

な
り
ま
し
た
が
、
鹿
児
島
か
ら
水
俣
、

八
代
、
人
吉
と
向
か
い
、
八
代
経
由
で

熊
本
へ
と
入
っ
て
来
た
時
、「
雁
回
山
を

見
て
、
緑
川
を
渡
り
、
金
峰
山
を
雲
烟

の
合
間
に
眺
め
た
時
は
何
と
な
く
涙
が

湧
き
出
づ
る
心
地
が
し
た
」
と
『
烟
霞

勝
遊
記
』
で
回
想
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
熊
本
駅
に
着
く
と
そ
の
ま
ま

泰
勝
寺
の
細
川
候
の
廟
、
立
田
山
山
腹

の
恩
師
の
墓
や
熊
本
諸
名
家
の
墓
所
に

参
り
、
大
江
の
親
戚
の
墓
地
な
ど
を
回

り
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
日
の

12

日
、
大

江
義
塾
の
跡
で
あ
る
大
江
の
河
田
精
一

宅
を
訪
ね
ま
し
た
。 

そ
し
て
い
よ
い
よ
阿
蘇
に
向
か
っ
た

の
は

5

月

17

日

で
し
た
。 

こ
の
日
は
、
午
前

6

時
に
熊
本
駅
を

出
発
し
立
野
で
降
り
、

自
動
車
に
乗
り
換
え

戸
下
、
栃
木
温
泉
を

経
由
し
て
垂
玉
温
泉

ま
で
行
き
、
そ
の
ま

ま
阿
蘇
山
（
中
岳
）
に

登
っ
て
い
ま
す
。
背

後
に
南
郷
谷
を
見
下

ろ
し
、
阿
蘇
谷
の
方

へ
下
る
ル
ー
ト
で
す
。

蘇
峰
は
南
郷
谷
の
雄

大
な
風
景
を
見
て

「
こ
の
展
望
の
妙
は
、

（
略
）
屏
の
如
く
立

て
回
す
外
輪
山
を
見

る
の
だ
」
と
感
動
を

伝
え
、「
屏
列
連
峰
作

外
輪
」
と
い
う
七
言

詩
を
詠
ん
で
い
ま
す
。 

そ
し
て
そ
の
日
は
火
口
ま
で
登
り
、

阿
蘇
谷
へ
下
り
、
内
牧
の
塘
下
温
泉
に

泊
ま
り
ま
し
た
。 

い
よ
い
よ
翌

18

日
、
蘇
峰
は
阿
蘇

谷
を
大
観
で
き
る
「
遠
見
ケ
鼻
」
に
登

り
ま
す
。
そ
の
時
、
同
行
し
た
熊
本
師

範
学
校
教
諭
の
角
田
政
治
（
す
み
だ
ま

さ
じ
）
ほ
か
２
、
３
名
が
、
遠
見
ケ
鼻

に
名
前
を
付
け
て
ほ
し
い
と
迫
り
ま
す
。

そ
の
時
蘇
峰
は
、
す
で
に
立
派
な
名
前

が
あ
る
か
ら
と
断
り
ま
す
。
し
か
し
ど

う
し
て
も
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
や
む
を

得
ず
「『
大
観
峰
』
で
は
如
何
で
あ
ろ
う

か
」
と
言
う
と
、
一
同
拍
手
が
起
こ
り

大
賛
成
と
な
っ
て
、
そ
の
名
が
決
ま
っ

た
と
言
い
ま
す
。 

 

蘇
峰
ら
は
翌

19

日
、
阿
蘇
を
離
れ

大
分
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。 

 

昭
和

2

年 

②
是
山
の
『
か
は
が
ら
し
』
創
刊 

（
是
山
記
念
館
で
展
示
） 

是
山
は
昭
和

2

年

4

月
、

41

歳

 

～
書
簡
に
見
る
二
人
の
交
流
～ 
是
山
と
蘇
峰 

掛
軸
「屏
列
連
峰
作
外
輪
」 

徳
富
蘇
峰
筆
（
大
正
11

年
） 

蘇
峰
か
ら
大
正
11

年
1
月
25
日
付
で

河
田
精
一
氏
へ
送
ら

れ
た
書
簡 

〈
合
同
企
画
展
・
解
説
〉 
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の
時
に
末
次
青
雉
（
せ
い
ち
）
ら
と
共

に
俳
誌
『
か
は
が
ら
し
』
を
創
刊
し
ま

す
。『
か
は
が
ら
し
』
は
、
昭
和

19

年

に
『
東
火
』
と
改
称
さ
れ
、
是
山

95

歳

ま
で
、
５
３
３
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。 

是
山
は
『
か
は
が
ら
し
』
の
創
刊
に

際
し
、
昭
和

2

年

4

月

12

日
付
で

蘇
峰
に
創
刊
報
告
の
書
簡
を
送
り
、
そ

の
意
気
込
み
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

ま
す
。 

「
（
中
略
）
『
か
は
が
ら
し
』
は
水
前
寺
名

産
に
て
、
到
底
天
下
の
「
か
は
が
ら
し
」

に
て
は
御
座
無
き
候
。
さ
れ
ど
是
れ
俳

壇
の
浪
人
者
に
し
て
、
ま
た
あ
え
て
専

門
の
俳
人
た
る
こ
と
を
期
せ
ず
、
素
人

俳
句
、
文
人
俳
句
の
作
者
を
以
て
満

足
し
お
る
田
舎
児
一
団
の
拠
城
に
こ
れ 

あ
り
。
少
な
く
と
も
１
、
２
年
の
籠
城

は
大
丈
夫
と
自
身
仕
り
お
り
候
」 

 

こ
の
手
紙
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
創

刊
の
精
神
は
、
以
後
終
刊
す
る
ま
で
貫

か
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
に
対
し
蘇
峰
は
送
ら
れ
て
き
た

創
刊
号
に
対
す
る
お
礼
を
秘
書
並
木
浅

峰
（
仙
太
郎
）
氏
を
通
し
、「
御
創
刊
の

俳
誌
雑
誌
『
か
は
が
ら
し
』
を
蘇
峰
先

生
へ
御
恵
示
下
さ
れ
、
先
生
に
於
い
て

も
衷
心
よ
り
健
全
の
発
達
を
期
待
せ
ら

れ
お
り
候
。
」
と
書
き
送
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
蘇
峰
自
身
か
ら
は
第

2

号
に

掲
載
さ
れ
た
俳
人
末
次
青
雉
の
「
鯉
漁

を
見
る
の
記
」
な
ど
を
読
ん
で
「
緑
川

尻
の
鯉
漁
が
面
白
く
候
。
も
し
機
会
が

あ
ら
ば
相
試
み
申
し
た
く
候
」
な
ど
と
、

親
し
み
深
い
感
想
を
述
べ
た
書
簡
を
送

っ
て
い
ま
す
。 

「
か
は
が
ら
し
」
と
い
う
の
は
、
和
名

で
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
、
英
名
で
ウ
ォ
ー

タ
ク
レ
ス
、
仏
名
で
ク
レ
ッ
ソ
ン
と
呼

ば
れ
ま
す
が
、
是
山
は
創
刊
号
で
「
か

は
が
ら
し
」
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
「
水
前
寺
の
池
尻
か
ら

江
津
湖
の
湖
口
に
か
け
て
最
も
多
い
植

物
で
、
（
中
略
）
『
三
才
図
会
』
に
な
ど

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
湿
草
類
の
「
葶
藶

（
て
い
れ
き
）
の
こ
と
で
（
中
略
）
水

前
寺
の
清
浅
の
水
に
生
じ
て
、
３
、
４

月
の
頃
雪
白
の
小
さ
い
十
字
花
を
つ
け

る
」
と
あ
り
ま
す
。 

『
か
は
が
ら
し
』
第

3

巻
第

7

号

（
昭
和

4

年

7

月

1

日
発
行
）
に

は
、
是
山
が
蘇
峰
と
雲
仙
登
山
を
し
た

時
、
蘇
峰
が
「
か
は
が
ら
し
」
の
こ
と

を
知
っ
て
い
て
「
あ
な
た
達
の
や
っ
て

居
る
『
か
は
が
ら
し
』
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
、

ク
レ
ス
と
い
っ
て
綺
麗
な
水
に
で
き
る

植
物
で
す
ね
、
あ
れ
は
富
士
の
湖
水
な

ど
に
も
あ
る
が
、
食
べ
る
と
一
寸
ぴ
り

っ
と
し
て
茎
も
う
ま
い
も
の
で
す
ね
」

と
語
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
号
か
ら
は
蘇
峰
の
揮
毫
し
た
漢

字
の
「
葶
藶
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

 

 

昭
和

2

年 

③
「
淡
成
居
」
命
名 

（
是
山
記
念
館
で
展
示
） 

是
山
は
昭
和

2

年
の
夏
、
現
在
記

念
館
の
あ
る
水
前
寺
に
引
っ
越
し
て
来

ま
す
。
是
山
は
こ
こ
を
、「
熊
本
城
の

東
郊
一
里
、
天
授
の
古
戦
場
の
一
端
に

あ
る
、
馬
蹄
形
の
小
高
い

3

反
あ
ま

り
の
粟
畑
で
、
文
字
通
り
草
分
け
の
一

軒
家
で
あ
り
、
一
木
一
石
な
い
」
家
だ

っ
た
と
語
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
新
居
に
是
山
は
名
前
を
付
け

よ
う
と
蘇
峰
に
相
談
し
ま
し
た
。
蘇
峰

は
昭
和

2

年

7

月

9

日
付
の
書
簡

で
次
の
よ
う
に
返
答
し
て
き
ま
す
。 

「
皆
山
菴
、
楽
山
軒
、
水
雲
居
、
讀
我

書
處
、
淡
成
居
な
ど
、
他
に
思
い
つ
い

た
ら
ご
遠
慮
な
く
」。 

こ
れ
に
対
し
、
是
山
は
同
年
７
月

16

日
付
の
書
簡
で
蘇
峰
に
返
事
を
書

き
ま
す
。 

そ
れ
に
は
、
山
荘
の
御
命
名
は
、「
淡

「かはがらし」第 2号を読んだという蘇峰の手紙

（昭和 2年） 

本
多
敏
夫
作
「か
は
が
ら
し
」 

の
絵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「か
は
が
ら
し
」
第
13
巻
第
9
号
よ
り
） 

蘇
峰
の
揮
毫
し
た
「葶
藶
」 

（昭
和
4
年
）  

 
 
 
 
 

（
「か
は
が
ら
し
」
第
３
巻
第
７
号
よ
り
） 
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成
居
」
と
「
讀

我
書
處
」
の

ふ
た
つ
か
ら

お
願
い
し
た

い
。
揮
毫
は

ど
ち
ら
か
一

方
を
大
き
く
、

一
方
を
小
さ

く
定
め
て
ほ

し
い
、
と
頼

み
ま
し
た
。

そ
し
て
是
山

は
、
さ
ら
に

水
前
寺
の
西

に
あ
る
の
で

「
水
西
荘
」

と
、
頼
山
陽

の
居
宅
名
か
ら
無
断
借
用
し
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う

か
、
と
も
尋
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
「
水

雲
居
」
と
も
考
え
て
み
た
が
、
雲
を
阿

蘇
よ
り
も
雲
仙
に
見
る
人
が
多
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
も
述
べ
、
是
山

も
家
の
命
名
に
は
相
当
悩
ん
だ
こ
と
が

伺
え
ま
す
。 

そ
し
て
蘇
峰
が
是
山
の
書
簡
を
受
け

と
り
、
同
年
８
月
に
入
り
山
王
草
堂
か

ら
「
淡
成
居
」
と
「
讀
我
書
處
」
と
揮
毫

し
た
二
つ
の
額
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

是
山
は
こ
れ
で
家
の
名
前
を
『
淡
成
居
』

と
命
名
し
ま
し
た
。 

 昭
和

2

年 

④
蘇
峰
夫
妻
の
「
淡
成
居
」
訪
問 

 
 
 

（
是
山
記
念
館
で
展
示
） 

蘇
峰
は
昭
和

2

年

10

月

23

日
、

新
居
の
「
淡
成
居
」
を
訪
れ
ま
す
。
こ

の
時
、
蘇
峰

65

歳
。
前
年
に
は
『
西
郷

南
洲
先
生
』
を
出
版
し
、
昭
和

2

年

10

月

24

日
に
開
催
さ
れ
た
鹿
児
島

で
の
南
洲
先
生

50

年
祭
に
参
加
す
る

た
め
で
し
た
。
是
山
は

10

月

22

日
、

日
田
で
蘇
峰
夫
婦
と
合
流
し
、
咸
宜
園

（
か
ん
ぎ
え
ん
）
を
開
い
た
儒
学
者
・

廣
瀬
淡
窓
（
ひ
ろ
せ
た
ん
そ
う
）
の
墓

参
を
共
に
し
た
後
、
熊
本
へ
向
か
い
ま

し
た
。
こ
の
年
は
蘇
峰
に
と
っ
て
も
大

変
つ
ら
い
年
で

9

月

18

日
に
弟
、
蘆

花
を
亡
く
し
て
い
ま
す
。 

同
年

10

月

2

日
付
の
蘇
峰
の
書

簡
で
は
、「
淡
成
居
」
を
訪
問
し
た
い
。

行
程
は
別
府
か
ら
日
田
を
経
由
し
て
熊

本
へ
行
く
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

「
淡
成
居
」
へ
は
蘇
峰
は
夫
婦
で
訪
れ
、

蘇
峰
は
静
子
夫
人
か
ら
何
度
も
帰
り
を

促
さ
れ
る
ほ
ど
楽
し
く
過
ご
し
、
話
も

弾
み
ま
す
。
こ
の
時
の
様
子
が
、
帰
る

間
際
に
蘇
峰
が
揮
毫
し
た
『
淡
成
帖
』

に
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

昭
和
二
稔
十
月
念
三
、
訪
淡
成
居
室
、

新
築
庭
将
成
、
金
峰
翠
色
蘇
嶽
白
煙

浮
動
千
秋
光
清
空
之
間
、
主
人
与
客

閑
座
品
書
論
文
、
不
知
時
刻
之
移
、

殆
将
忘
却
来
時
道
、
同
人
数
輩
相
促

乃
割
遅
々
而
去 

蘇
峰
陳
人 

時
年
六
十
又
五 

 

（
大
意
） 

昭
和

2

年

10

月

23

日
、
淡
成
居
を
訪

れ
た
。
新
築
の
家
と
庭
が
あ
っ
た
。
金
峰
山

の
緑
は
美
し
く
、
阿
蘇
は
白
煙
を
上
げ
、
秋

の
清
空
の
中
を
た
な
び
い
て
い
る
。
主
人

と
書
を
品
し
、
文
を
論
ず
る
。
熱
中
し
す
ぎ

て
時
が
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
、
妻
が
何
度
も

帰
る
の
を
促
す
く
ら
い
す
っ
か
り
遅
く
な

り
、
や
っ
と
帰
る
こ
と
に
し
た
。 

蘇
峰
陳
人 

65

歳 

  

蘇
峰
が
訪
れ
た
こ
の
日
は
秋
晴
れ
の

焼
け
付
く
暑
さ
で
、
庭
で
の
記
念
撮
影

の
時
な
ど
額
の
汗
を
拭
く
ほ
ど
で
し
た
。

蘇
峰
は
一
木
一
石
も
な
い
淡
成
居
の
庭

を
心
配
し
て
、「
東
京
に
帰
っ
た
ら
山
王

草
堂
（
蘇
峰
の
邸
。
現
在
の
東
京
都
大

田
区
）
か
ら
少
々
苗
木
を
送
っ
て
あ
げ

よ
う
」
と
言
っ
て
、
贈
ら
れ
て
来
た
一

本
が
今
、
庭
園
に
聳
え
立
つ
公
孫
樹
（
い

ち
ょ
う
）
の
木
で
す
。
こ
の
公
孫
樹
の

樹
齢
は
そ
の
時
か
ら
数
え
１
０
０
年
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 

昭
和
４
年 

⑤
蘇
峰
が
国
民
新
聞
社
を
退
社 

 

（
是
山
記
念
館
・
徳
富
記
念
園
で
展
示
） 

蘇
峰
の
国
民
新
聞
社
は
大
正

12

年 

９
月
１
日
に
起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
で

「淡成居」命名の時の蘇峰からの書簡      

（昭和 2年７月９日付） 

蘇峰が揮毫し送ってきた「淡成居」扁額。 （昭和 2年８月） 

蘇峰の是山へ帰郷を知らせる書簡    

（昭和 2年１０月２日付） 
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全
焼
し
、
印
刷
機
な
ど
一
切
を
失
い
ま

す
。
そ
の
た
め
国
民
新
聞
社
は
経
営
存

続
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
ま
す
が
、
雑
誌

『
主
婦
之
友
』
の
社
長
で
あ
っ
た
石
川

武
美
（
い
し
か
わ
た
け
よ
し
）
の
支
援

を
受
け
一
時
立
ち
直
り
ま
す
。
し
か
し

石
川
社
長
の
支
援
が
終
わ
っ
た
こ
と
や

国
民
新
聞
社
で
活
躍
し
て
い
た
蘇
峰
の

次
男
萬
熊
の
急
逝
も
あ
り
、
や
む
な
く

実
業
家
・
根
津
嘉
一
郎
に
資
本
参
加
を

求
め
ま
す
。
し
か
し
こ
の
資
本
受
入
れ

は
蘇
峰
側
と
の
意
見
の
相
違
か
ら
、
新

聞
社
内
で
蘇
峰
の
言
論
も
縛
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
昭
和

4

年
（
１
９
２
９
年
）
、
つ
い
に
蘇
峰
は
国

民
新
聞
社
退
社
の
決
心
を
し
ま
し
た
。 

 

蘇
峰
は
昭
和
４
年
１
月
５
日
に
、
是

山
に
も
最
後
の
国
民
新
聞
社
で
の
一
文
、

「
国
民
新
聞
愛
読
者
諸
君
各
位
、
不
肖

は
国
民
新
聞
社
社
長
及
び
記
者
を
辞
退

し
た
る
こ
と
を
、
諸
君
に
向
か
っ
て
、

告
白
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
を
悲
し
む
」
を

送
っ
て
い
ま
す
。 

是
山
か
ら
は

1

月

10

日
、
す
ぐ
に

書
簡
を
送
り
、「
今
朝
の
新
聞
に
て
先
生

が
近
く
国
民
新
聞
社
御
引
退
の
決
意
こ

れ
あ
る
由
東
京
電
話
に
接
し
実
に
一
驚

を
喫
し
申
し
候
。
先
生
が
自
ら
撒
き
自

ら
培
い
自
ら
育
て
上
げ
ら
れ
た
る
国
民

新
聞
社
に
て
・
・
・
近
年
御
執
筆
の
上

に
ま
で
多
少
の
御
気
が
ね
あ
り
し
こ
と

は
か
ね
て
心
外
千
万
と
存
じ
お
り
候
と

こ
ろ
・
・
・
。
先
生
の
血
と
汗
と
の
結
晶

た
る
国
民
新
聞
を
つ
い
に
先
生
自
ら
が

引
退
さ
れ
る
こ
と
は
意
外
も
意
外
、
全

く
理
に
お
い
て
も
情
に
お
い
て
も
信
じ

能
わ
ざ
る
と
こ
ろ
に
こ
れ
あ
り
候
」
と

悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
詰
ま
る
思

い
を
吐
露
し
て
い
ま
す
。 

蘇
峰
も
同
月

12

日
の
書
簡
で
、
国

民
新
聞
社
退
社
の
件
に
つ
い
て
、「
今
更

女
々
し
き
こ
と
も
言
わ
な
い
が
、

50

年
来
の
新
聞
記
者
た
る
面
目
と
意
気
と

に
対
し
已
む
を
得
ず
決
心
し
た
こ
と
。

読
者
や
知
友
諸
君
に
対
し
す
ま
な
い
。

残
り
の
人
生
は
『
文
章
報
国
』
に
さ
さ

げ
る
こ
と
」
な
ど
と
書
か
れ
た
手
紙
を

是
山
に
送
っ
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
４
年 

⑥
蘇
峰
退
社
後
の
台
湾
旅
行
と 

そ
の
後
の
九
州
訪
問 

（
是
山
記
念
館
・
徳
富
記
念
園
で
展
示
） 

蘇
峰
は
国
民
新
聞
社
退
社
後
、

2

月

6

日
に
静
子
夫
人
と
神
戸
か
ら
瑞

穂
丸
で
台
湾
へ
避
寒
旅
行
に
出
掛
け
る

こ
と
に
し
、
そ
の
こ
と
を
昭
和

4

年

1

月

25

日
付
で
是
山
へ
手
紙
で
知

ら
せ
、「

7

日
の
朝
、
門
司
港
に
着
き
、

正
午
出
帆
の
予
定
で
甲
板
の
上
で
関
門

の
風
光
を
め
で
よ
う
と
思
っ
て
い
る
」

と
言
い
ま
す
。
是
山
は
蘇
峰
の
国
民
新

聞
社
退
社
の
気
持
ち
を
よ
く
よ
く
慮
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
門
司
港
へ
見
送
り
に

行
っ
て
い
ま
す
。 

後
日
船
中
か
ら
静
子
夫
人
か
ら
是
山

へ
見
送
り
の
お
礼
の
葉
書
が
出
さ
れ
、

2

月

27

日
に
は
旅
行
中
の
様
子
を

伝
え
る
葉
書
が
届
き
ま
す
。 

こ
れ
を
見
る
と
「
台
湾
を
漫
遊
し
て

お
り
、
今
日
は
台
北
の
北
に
あ
る
草
山

温
泉
で
一
日
休
息
し
た
。
こ
ち
ら
は
常

に
暑
く

8

月
ご
ろ
の
気
候
で
二
人
と

も
元
気
に
し
て
い
る
」
な
ど
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。 

そ
し
て
是
山
は
台
湾
旅
行
の
帰
り
に

寄
港
し
た
別
府
ま
で
再
び
出
迎
え
に
行

き
ま
し
た
。
昭
和

4

年

3

月

28

日

に
は
秘
書
並
木
仙
太
郎
の
代
筆
で
出
迎

え
に
対
す
る
お
礼
状
が
出
さ
れ
、
そ
の

翌
日
に
は
蘇
峰
の
直
筆
で
、「
国
民
新
聞

昭和 4 年 1 月 25 日是山宛て 

 台湾に行くことを知らせる手紙 

 ふ１１４３（１７） 

 

「「今更女々敷事も不申上候得共五十年来新聞記者タル

面目ト意気トニ對シ不得已決心仕候」 などと退社への

思いの書かれた蘇峰の書簡 （昭和４年１月１２日付） 

 

蘇
峰
の
揮
毫
し
た
「文
章
報
国
」  

 
 
 
 
 
 

（
昭
和
４
年
３
月
10
日
、
蘇
峰
67
歳
） 

台
湾
か
ら
近
況
を
知
ら
せ
る
静
子
夫
人
の

葉
書 

（昭
和
4
年
2
月
27
日
付
） 

「蘇峰が夫妻で台湾へ避寒旅行に出かけることを

知らせる書簡（部分）  （昭和４年１月２５日付） 
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社
の
残
務
処
理
が
忙
し
い
こ
と
。

5

月
の
九
州
訪
問
が
待
ち
遠
し
い
」
な
ど

と
書
か
れ
た
手
紙
が
届
き
、
是
山
と
蘇

峰
の
親
交
の
深
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 
 

        

九
州
訪
問
の
中
で
も
熊
本
へ
の
帰
郷

は
蘇
峰
に
と
っ
て
と
て
も
楽
し
み
な
も

の
で
し
た
。
是
山
も
熱
心
に
蘇
峰
の
帰

郷
を
待
ち
受
け
る
準
備
を
進
め
ま
す
。 

蘇
峰
帰
郷
の
間
近
に
な
っ
た

5

月

13

日
、
是
山
は
帰
郷
中
の
日
程
を
入

れ
都
合
を
尋
ね
る
手
紙
を
送
り
ま
す
。

そ
の
手
紙
に
は
、「
久
住
高
原
探
勝
」
と

「
熊
本
で
の
茶
会
」
が
入
れ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
久
住
高
原
は
是
山
の
郷
里
へ

の
案
内
で
あ
り
、
茶
会
は
肥
後
古
流
の

古
市
流
宗
匠
で
あ
る
武
田
智
得
の
発
起

に
よ
る
茶
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

蘇
峰
は
そ
の
時
は
是
山
か
ら
の
手
紙

が
ま
だ
届
か
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

5

月

16

日
付
で
蘇
峰
は
手
紙
を
是

山
に
出
し
て
い
ま
す
。
「

5

月

20

日

か
ら
熊
本
に

来
る
予
定
で
、

す
べ
て
の
日

程
が
埋
ま
っ

て
い
る
わ
け

で
も
な
い
。

だ
か
ら
空
白

の
日
時
を
埋

め
る
手
伝
い

を
し
て
ほ
し

い
」
と
の
依
頼
で
し
た
。
こ
の
手
紙
は

全
体
で
１
５
０
セ
ン
チ
ほ
ど
あ
り
、
そ

の
中
で
「
何
月
何
日
の
予
定
」
と
し
て

埋
ま
っ
た
と
こ
ろ
は
そ
れ
が
書
か
れ
、

そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
は
空
白
に
な
っ
て

い
る
面
白
い
手
紙
で
し
た
。
蘇
峰
は
こ

の
空
白
に
温
泉
岳
（
雲
仙
岳
）
行
、
玉

名
行
、
久
住
行
を
加
え
て
ほ
し
い
な
ど

と
書
き
、
今
回
の
希
望
と
し
て
は
「
演

説
と
か
揮
毫
と
か
は
食
傷
。
御
推
察
く

だ
さ
い
」
な
ど
と
書
い
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
余
談
で
す
が
、
蘇
峰
が
久
住

を
尋
ね
た
と
き
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し

た
が
、
そ
れ
で
も
自
動
車
で
高
原
を
駆

け
巡
り
、
高
原
の
美
し
さ
を
堪
能
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
是
山
は
昭
和

4

年

7

月

4

日
付
で
の
蘇
峰
宛
て
の
手

紙
に
は
「
た
だ
残
念
な
り
し
は
久
住
高

原
の
風
雨
に
候
。
こ
れ
は
是
非
再
遊
を

仰
ぎ
、
山
中
の
温
泉
に
ご
一
泊
の
上
（
中

略
）、
我
が
故
山
の
風
光
が
先
生
の
霊
筆

に
よ
り
紹
介
さ
れ
る
れ
ば
こ
れ
に
過
ぎ

た
る
の
喜
び
御
座
無
き
候
」
と
書
き
送

っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
昭
和

7

年
、

与
謝
野
寛
、
晶
子
夫
妻
を
是
山
が
案
内

し
久
住
を
訪
れ
ま
す
が
、
実
は
こ
れ
が

実
現
し
た
の
も
蘇
峰
か
ら
の
与
謝
野
夫

妻
へ
の
勧
め
が
あ
っ
た
か
ら
だ
っ
た
と

い
い
ま
す
。 

 

昭
和

21

年 

⑦
蘇
峰
が
戦
争
犯
罪
者
と
し
て 

逮
捕
さ
れ
た
時
の
書
簡 

（
是
山
記
念
館
・
徳
富
記
念
園
で
展
示
） 

蘇
峰
は
、
終
戦
の
昭
和

20

年

8

月

15

日
、
山
中
湖
畔
に
あ
る
別
邸
双
宜

荘
（
そ
う
ぎ
そ
う
）
で
終
戦
を
迎
え
ま

し
た
。
83

歳
の
時
で
す
。
蘇
峰
は
終
戦

直
後
か
ら
自
ら
戦
争
犯
罪
者
と
し
て
逮

捕
さ
れ
、
戦
争
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
と

考
え
て
い
ま
し
た
。 

『
伝
記
徳
富
蘇
峰
』（
早
川
喜
代
次
著
）

に
も
そ
の
時
の
情
況
が
詳
し
く
書
か
れ

て
お
り
、
同
年

9

月

27

日
に
出
し
た

緒
方
竹
虎
（
東
久
邇
宮
〈
ひ
が
し
く
に

の
み
や
〉
内
閣
の
書
記
官
）
へ
の
書
簡

で
「
私
（
蘇
峰
）
は

8

月

15

日
以
来
、

戦
争
犯
罪
者
と
さ
れ
る
こ
と
は
覚
悟
し

て
お
り
、
む
し
ろ
そ
の
日
が
待
ち
ど
お

し
い
ほ
ど
だ
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。 

果
た
し
て
蘇
峰
は
、
昭
和

21

年

1

月

2

日
、
前
年
の

11

月
か
ら
移
っ
た

熱
海
の
晩
晴
草
堂
で
逮
捕
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
高
齢
で
あ
る
こ
と
と
、
ひ
ど
い

三
叉
神
経
痛
で
あ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
、

自
宅
拘
禁
と
な
り
ま
す
。
蘇
峰
は
戦
争

裁
判
で
は
米
国
側
に
正
々
堂
々
と
自
分

の
考
え
を
述
べ
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た

が
、
心
配
な
の
は
自
分
が
高
齢
で
あ
る

こ
と
と
病
体
で
悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
し
た
。 

同
年

2

月

24

日
の
蘇
峰
の
是
山

へ
の
手
紙
に
は
大
略
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

「
自
分
も
病
気
で
臥
し
て
お
り
、
法
廷

で
の
所
信
開
陳
が
お
ぼ
つ
か
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
あ
る
が
、
今

は
養
生
第
一
に
し
て
い
る
。・
・
・
貴
兄

蘇
峰
が
、
残
務
処
理
が
忙
し
い
な
ど
と
送
っ
た

書
簡
（部
分
）  

（昭
和
4
年
３
月
29
日
付
） 

 

空白の日程箇所に予定を入れるよう是山に

依頼した書簡（部分） （昭和４年５月１６日付） 

 

蘇峰が自分の法廷弁論の時には熊本から１、

２人は傍聴に来てもらえないか、と是山に依

頼した書簡（部分） （昭和２１年２月２４日付） 
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に
お
願
い
が
あ
る
が
、
自
分
の
法
廷
弁

論
の
時
に
熊
本
の
同
志
各
位
の
中
か
ら

せ
め
て
１
名
か
２
名
、
傍
聴
に
来
て
も

ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
貴

兄
よ
り
同
志
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。」 

 

こ
れ
に
対
し
、
是
山
は
同
年

3

月

25

日
付
で
「
熊
本
で
裁
判
傍
聴
に
つ

い
て
相
談
し
た
。
出
来
る
だ
け
自
分
が

上
京
し
裁
判
の
傍
聴
を
し
た
い
。
」
と
返

事
を
出
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
そ
の
後
蘇
峰
は
開
廷
中
の

い
わ
ゆ
る
「
東
京
裁
判
」
で
の
出
廷
は

老
齢
病
身
の
た
め
免
ぜ
ら
れ
、
法
廷
に

「
宣
誓
供
述
書
」
を
提
出
し
却
下
さ
れ

る
な
ど
し
ま
す
が
、
昭
和

22

年

9

月

9

日
、
戦
犯
容
疑
と
自
宅
拘
禁
が
解

か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

昭
和

31

～

32

年 

⑧
蘇
峰
の
死
を
迎
え
て 

（
徳
富
記
念
園
で
展
示
） 

蘇
峰
は
、
昭
和

32

年
（
１
９
５
７
年
）

11

月

2

日
、
熱
海
の
晩
晴
草
堂
で
亡

く
な
り
ま
す
。
是
山
は
前
年
か
ら
、
蘇

峰
の
秘
書
塩
崎
彦
市
氏
か
ら
随
時
蘇
峰

の
病
状
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。 

昭
和

32

年

10

月
に
是
山
は
上
京

し
、
そ
の
折
、
粕
谷
の
蘆
花
恒
春
園
を

訪
ね
、
熱
海
の
晩
晴
草
堂
に
も
蘇
峰
を

見
舞
い
ま
す
。
蘇
峰
を
訪
ね
た
の
は

10

月

13

日
で
、
蘇
峰
は

10

月

4

日
か
ら
風
邪
で
静
養
中
で
し
た
が
、
そ

の
時
に
は
熱
も
取
れ
、
一
時
間
ほ
ど
病

床
で
話
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
帰
る
間

際
、
是
山
の
手
を
握
っ
て
、
「
東
火
は

益
々
発
展
し
て
結
構
、
ど
う
か
東
火
の

諸
君
に
よ
ろ
し
く
言
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
伝
言
が
あ
り
、
是
山
は
安
心
し
て
帰

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
是
山
が

20

日
に

帰
熊
し
て
す
ぐ
の

25

日
、
水
俣
蘇
峰

会
か
ら
蘇
峰
重
態
の
報
が
入
り
、
水
俣

の
淇
水
（
き
す
い
）
文
庫
の
館
長
中
野

晋
氏
が
す
ぐ
に
上
京
し
ま
す
。 

ち
ょ
う
ど
そ
の
日
、

25

日
付
で
秘

書
の
塩
崎
彦
市
か
ら
鉛
筆
で
書
い
た
蘇

峰
の
病
状
報
告
の
手
紙
が
届
き
ま
す
。 

そ
れ
に
は
、
「
蘇
峰
が

10

月

15

日
か

ら
排
尿
困
難
を
訴
え
、
激
痛
が
あ
る
。

治
療
は
最
善
を
尽
く
し
て
い
る
が
回
復

に
向
か
わ
ず
、

21

日
よ
り
輸
血
を
し

て
い
る
の
で
そ
の
効
果
が
出
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
万
全
は
期
し
て

い
る
が
、
怖
い
の
は
食
欲
減
退
に
よ
る

衰
弱
だ
。
と
に
か
く
全
力
を
尽
く
し
て

い
る
。
病
名
は
膀
胱
炎
」
と
心
配
す
る

気
持
ち
を
吐
露
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
蘇
峰
は
回
復
の
願
い
空
し

く

11

月

2

日
午
後

9

時

33

分
に

亡
く
な
り
ま
す
。
是
山
は
そ
の
逝
去
を

悼
み
、『
東
火
』（
昭
和

32

年

12

月
発

行
）
で
「

95

歳
の
高
齢
で
あ
っ
た
先
生

の
長
逝
は
、
公
的
に
も
私
的
に
も
哀
悼

の
至
り
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

蘇
峰
は
熊
本
市
名
誉
市
民
で
も
あ
っ
た

た
め
、
11

月

8

日
、
市
主
催
で
市
民

葬
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
是

山
は
、『
人
間
蘇
峰
』
と
題
し
て
講
演
（
追

悼
談
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
昭
和

33

年

4

月

24

日
に

は
、
水
俣
の
徳
富
家
の
墓
地
へ
納
骨
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
遺
骨
が
熊
本
に
着

き
、
そ
の
日
は
熊
本
市
主
催
で
蘇
峰
告

別
式
が
熊
日
社
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
翌

25

日
に
水
俣
市
主
催
の
埋
骨
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

大
正

13

年
・
昭
和

37

年 

⑨
徳
富
記
念
園
創
設
に
向
け
た 

是
山
の
貢
献 

 

（
徳
富
記
念
園
で
展
示
） 

徳
富
蘇
峰
と
蘆
花
が
青
年
期
に
過
ご

し
た
徳
富
記
念
園
は
、
大
江
義
塾
跡
と

し
て
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
地
は
徳
富
兄
弟
の
父
淇
水
（
き
す

い
）
が
明
治
３
年
に
藩
命
を
受
け
出
仕

し
た
際
、
元
田
永
孚
（
も
と
だ
な
が
ざ

ね
・
明
治
天
皇
の
侍
講
）
の
仲
介
で
購

入
し
、
水
俣
か
ら
移
り
住
ん
だ
と
こ
ろ

で
す
。
蘇
峰
は
こ
こ
に
あ
る
旧
居
で
明

治

15

年
か
ら

19

年
ま
で
大
江
義
塾

を
開
く
と
と
も
に
、
有
名
な
著
『
将
来

之
日
本
』
を
こ
こ
で
執
筆
し
ま
し
た
。

そ
の
後
一
家
は
明
治

19

年
に
上
京
し
、

蘇峰の秘書塩崎彦市から是山へ急ぎ蘇峰の病状を知らせ

る鉛筆で書かれた書簡    （昭和３２年１０月２５日付） 

 

徳富記念園創設に向け土地・家屋・記念の樹木・大

江義塾遺蹟等の一切の寄付のため、是山が河田家

から依頼され草稿した寄付願 （昭和３７年）         
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以
降
は
姉
夫
婦
（
河
田
精
一
、
光
子
夫

妻
）
が
居
住
し
、
蘇
峰
は
大
正

13

年

3

月

14

日
に
河
田
家
へ
土
地
と
家

屋
を
譲
渡
し
ま
し
た
。 

河
田
家
は
そ
れ
以
降
、
土
地
、
家
屋

と
も
所
有
、
管
理
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
昭
和

37

年

9

月

20

日
に
熊
本

市
に
寄
贈
さ
れ
熊
本
市
の
管
理
と
な
り

ま
し
た
。
是
山
は
こ
の
時
も
熊
本
市
へ

の
寄
贈
に
際
し
仲
介
役
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
そ
の
時
の
様
子
は
『
カ
タ
ル
パ

の
木
陰
で
』（
近
沢
恵
美
子
編
集
）
に

書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
、
最
初
は

県
が
図
書
館
に
す
る
か
ら
売
っ
て
ほ
し

い
と
言
っ
て
き
て
、
そ
れ
を
蘇
峰
に
話

す
と
、
蘇
峰
は
「
あ
そ
こ
に
図
書
館
が

で
き
る
な
ら
自
分
の
う
ち
の
本
を
大
分

や
る
よ
」
と
喜
ん
だ
と
言
い
ま
す
。
し

か
し
そ
れ
は
何
ら
か
反
対
が
出
て
実
現

せ
ず
、
そ
の
後
河
田
家
は
、
熊
本
市
に

寄
付
し
て
徳
富
記
念
館
に
し
た
い
、
と

是
山
に
相
談
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
是
山
は
そ
の
意
向
を
受
け
て
、

「
寄
付
願
」
と
「
寄
付
の
趣
旨
」「
寄

付
物
件
の
来
歴
」
を
草
稿
し
、
支
援
を

し
て
い
ま
す
。 

寄
贈
式
当
日
、
蘇
峰
と
も
か
か
わ
り

の
深
い
水
俣
市
の
淇
水
文
庫
の
館
長
中

野
晋
氏
は
寄
贈
の
喜
び
を
書
簡
に
し
、

是
山
へ
送
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
中
で
同
氏
は
こ
の
寄
贈
に
つ
い

て
、「
こ
の
こ
と
は
蘇
峰
先
生
に
お
か
れ

て
一
番
強
く
し
か
も
深
く
希
求
し
て
い

ら
し
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

泉
下
に
相
好
を
崩
し
て
ご
満
悦
く
だ
さ

れ
た
こ
と
を
信
じ
ま
す
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。 

今
展
で
は
、
徳
富
記
念
園
と
後
藤
是

山
記
念
館
と
の
合
同
企
画
展
と
し
て
、

書
簡
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
両
記
念
館
で

の
同
時
展
示
、
徳
富
記
念
園
、
是
山
記

念
館
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
に
分
け
開

催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
両
記

念
館
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
二
人
の
生

涯
に
亘
る
交
流
と
深
い
友
情
を
感
じ
取

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

○熊本市徳富記念園だより ○第 6 号熊本市後藤是山記念館だより『淡成居』                        
発行日：令和 7 年（2025 年）11 月 1 日  編集・発行・文責：熊本市後藤是山記念館 植木英貴                                
記念園・記念館開館時間：午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分 休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）年末年始（12/29～1/3）   
入館料 大人 200 円 小人 100 円（熊本市内の小中学生、65 歳以上等は無料） 

 

寄贈式当日、淇水文庫（水俣）館長中野晋から是山へ寄

贈の喜びを綴った書簡（部分）（昭和３７年９月２０日付）         

 

後藤是山記念館 徳富記念園 
熊本市中央区大江４丁目１０‐３３ 
℡０９６－３６２－０９１９ 

熊本市中央区水前寺２丁目６-１０ 
℡０９６－３８２－４０６１ 

徳富記念園は、徳富蘇峰が明治 15 年

（1882 年）に父一敬と共に開いた民権私

塾『大江義塾』跡です。当時、蘇峰のもと

に延べ 250 名の青年たちが集まり、学びま

した。当記念園には蘇峰と弟蘆花に関する

資料を展示した記念館も併設されており、

5 月には同志社の創始者新島襄から贈られ

たカタルパの花が咲きます。 

後藤是山記念館は、九州日日新聞の記者

だった後藤是山に関する資料を展示した記

念館です。後藤是山は大正、昭和と近代熊

本の文化の発展に寄与し、熊本県近代文化

功労者、93 歳で熊本市名誉市民となって

います。当記念館では是山が昭和 2 年から

99 歳で亡くなるまで住んだ『淡成居』も

公開しています。  
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